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城西大学水田記念図書館
本日のお話
 １．機関リポジトリって何？
 ２．これまでの経緯
 ３．城西大学機関リポジトリJURAについて
 4．JURAに登録できるもの
 5．学術論文の著作権について
 6．学会・出版社のリポジトリへの対応
 7．これからのこと
1.機関リポジトリって何？
機関リポジトリとは
 大学における知的財産を大学の責任にお
いて電子的に蓄積・保存すること
 インターネット上に公開し
 誰でも無料で利用可能
 インターネット上の「保存書庫」である
1.機関リポジトリって何？
機関リポジトリのコンテンツ
 学術雑誌掲載論文
 プレプリント
 ワーキングペーパー、テクニカルペーパー
 会議発表論文
 紀要
 技術文書・調査報告
 学位論文
 教材・参考資料･演習･試験問題など
 映像資料･博物資料・美術資料・ポスター
 その他保存しておきたい城西大学の情報いろいろ
1.機関リポジトリって何？
機関リポジトリの意義（大学にとって）
 大学資源の社会還元
 大学の知名度の向上（ＰＲ）
 社会への説明責任→ 社会からの評価
 大学で生み出された知的生産物の
長期的累積的保存（アーカイブ）
 他大学との差別化の為に教育、研究、社会貢
献の各面において情報発信が問われている。
1.機関リポジトリって何？
機関リポジトリの意義（研究者にとって）
 研究成果の管理、発信、保存を大学が永
続的に一元管理 → 経費節減
 研究成果の視認性向上
 研究者の知名度向上 → 産学連携
 業績一覧などを随時出力
1.機関リポジトリって何？
機関リポジトリの意義（図書館にとって）
 今までの図書・雑誌のように電子資料も保存
→ 電子ジャーナル・Web情報等
 電子ジャーナルが買えなくなったら何も残らな
い？
→ 学内者の発表の代替物
 城西大学の研究成果は、城西大学で保存するし
かない → 図書館の役目？
↓
 機関リポジトリの構築提案→ H21予算化
1.機関リポジトリって何？
背景（電子ジャーナルの問題）
 電子ジャーナルは
雑誌（モノ）の購入ではなく、アクセス権の購入 である
 アクセスは許可された人のみ
 電子ジャーナルになっても価格は上がる
→購読費は？ 予算は？
 モノが無い、情報そのものを保存していない
→半永久的な保存は？
 オープンアクセス（無料公開）雑誌の出現
 機関リポジトリの出現
1.機関リポジトリって何？
背景（大手出版者）
 大手出版社は、著者最終稿（acceptされる
ことになった最終確定稿）をリポジトリ公開
することを許諾している
Elsevier、Springer、Nature、
WileyーBlackwell．．．
研究者によるセルフアーカイブ
（収集には早いほうが良い）
1.機関リポジトリって何？
機関リポジトリの仕組み
 ＯＡＩ－ＰＭＨという国際標準のプロトコルに
準じたメタデータを付与
ハーベスティング（自動収集）
学術ポータルサイトＤＢ（一括検索可）
ＪＡＩＲＯ、 Ｇｏｏgle．．．．
1.機関リポジトリって何？
学術機関リポジトリポータルJAIRO
 http://jairo.nii.ac.jp/
 Japanese Institutional Repositories 
Online      （国立情報学研究所）
 日本の学術機関リポジトリを横断検索
 2010/3/13    148機関 861,109件（SUCRAも含む）
2009/2/24 89機関 583,701件
 国内の機関リポジトリ一覧
http://www.nii.ac.jp/irp/list/ 117機関（3/13現在）
ＪＡＩＲＯより引用
[分析対象学術機関リポジトリ数：145、分析対象コンテンツ数 全体：823,655件、
本文あり：588,150件]
(2010/02/28)
ＪＡＩＲＯより引用
分析対象コンテンツ数 全体：1,820件、本文あり：99.8％、学術論文2件、紀要
936件、一般雑誌記事4件、その他878件、]
(2010/02/28) http://irdb.nii.ac.jp/analysis/shousai.php?ir_no=105
2.これまでの経緯
埼玉県地域共同リポジトリ
SUCRA(さくら）
 http://sucra.saitama-u.ac.jp/modules/xoonips/
 埼玉県の地域共同リポジトリ
 埼玉大学のサーバーを無償で利用
 システム管理および技術指導も埼玉大学
 Ｈ20.11文教大学参加、Ｈ21.1城西大学参加
 現在７機関（埼玉大・文教大･城西大・埼玉女子短大
跡見学園女子大・国立婦人教育会館・駿河台大）
 登録数 埼玉大（4,964件）文教大(718件）城西大（1,824件）跡見(１,５６８
件）．．．（３/１３現在）
2.これまでの経緯
SUCRA
SUCRA参加までの経緯
 2008.4.26 新入教員向けガイダンス（セルフアーカイブ）
 2008.6.6 執行部会議にて機関リポジトリについて説明
 2008.9.9 SALAと埼玉大学連名による学長宛文書
「図書館埼玉県地域共同リポジトリ形成事業の実施について（依
頼）」
「図書館埼玉県地域共同リポジトリ形成事業実施に関わる事前調
査」
→学長より事前調査に「参加する方向で回答」との指示
 2008.12 国立情報学研究所CiNiiへ本学登録データの提供依
頼⇒ CiNii登録データ （約1,300件）
 2009.1 SUCRAへ登録開始
2.これまでの経緯
2.これまでの経緯
JURA設置
 2009.2.26 執行部会議に「機関リポジトリ構築について」
資料提出 ⇒全学委員会設置のお願い
 2009.4 平成２１年度新規予算交付
 2009.5.15 図書館合同（運営・選書）委員会において
各学部代表委員による委員会設置を検討
 2009.5.22 執行部会議において館長説明
 2009.5.29 各学部長宛に準備委員会委員の推薦を依頼
 2009.6.3 大学評価データベースとの連携 ⇒学長決裁
 2009.6.26 JURA準備委員会
第１回委員会～ （2010.1.29）第５回委員会
2009.10.16 「城西大学機関リポジトリ管理運営規程」制定
2009.12.12～2010.1.15 リポジトリ名称をHPで公募
2010.1.29 名称「JURA」決定
2010.2.18 ＪＵＲＡ公開
2.これまでの経緯
JURA準備委員会の目的
１.コンテンツの内容、収集方針、
運用指針など管理運営規則の策定
２.推進体制の整備
３.大学評価データベースとの連携
４.SUCRAとの関係
５.広報･普及活動
６.機関リポジトリの名称
3.JURAについて
JURA
 「JURA（ジュラ）」(Josai University 
Repository of Academia)
名前の由来は、「ジュラ紀」に栄えた恐竜、
森、原生林を意味するラテン語jura（ユリ
ア）から、学術文献の保管基地として根を
張り広がっていくように付けました。
http://libir.josai.ac.jp
データ件数：2,528件
ＪＵＲＡ
構成イメージ
3.JURAについて
InfoLib-DBR 大学評価システム
OAI-PMH (DCMES、junii2)
PDF
必要データを移行します
利用者
データ登録者
城西大学・学術機関リポジトリ外部機関
システム管理者
国立情報学研究所
JAIRO
ハーベスタで収集されます
http://jairo.nii.ac.jp/
NIIでは各機関からの申し出
に基づき、各機関リポジトリ
のメタデータを収集します。
埼玉県地域共同リポジトリ
http://sucra.saitama-u.ac.jp/
データ提供
OAI-PMH
登録・更新
一次情報ファイル(全文データ)と
メタデータを登録できます。
利用者管理
全データ管理機能
管理
利用統計機能
検索
図書館システム
ＯＰＡＣ
はオプション機能を導入することにより、容易に実現可能です。
データ管理機能
CSV
横断検索
Z39.50
4.JURAに登録できるもの
（１）本学における教育研究活動の成果
 ア 学術雑誌掲載論文
 イ 紀要（全体又は個々の論文）
 ウ 博士論文
 エ 研究報告書（ワーキングペーパー、
科学研究費補助金成果報告書など）
 オ 会議資料（予稿、発表資料、会議録など）
 カ 教材（授業のために作成されたものなど）
 キ 図書（全部又は一部）
 ク その他
4.JURAに登録できるもの
（２） 本学の管理運営等に関する資料
 ア 報告書（評価委員会、調査委員会など
の報告書）
 イ 本学の沿革資料
 ウ 広報資料（ちらしなども含む）
 エ 本学が所蔵する貴重資料など
 オ その他
4.JURAに登録できるもの
ＪＵＲＡ登録の流れ
研究者
事務局
法人等
図書館
ＪＵＲＡ
コンテンツの登録
↓
公開・保存
コンテンツの提供
・許諾書
・コンテンツの電子版
コンテンツの確認
許諾書の確認
メタデータ作成
5.学術論文の著作権について
著作権Q&Aの参考文献
 機関リポジトリと著作権Q&A / 黒沢節男
（広島大学学術情報リポジトリ）
http://ir.lib.hiroshima-u.ac.jp/00023065
 共著の場合、著作権は共著者全員にある。
 引用した図・写真等は引用元の著者に著
作権がある。
 著作権が著者にある？出版社にある？
6．学会・出版社のリポジトリへの対応
国内
１．学協会著作権ポリシーデータベース
ScpJ（Society Copyright Policies in 
Japan）
https://www.tulips.tsukuba.ac.jp/scpj/
２．NII-ELSコンテンツの機関リポジトリへの
提供許諾条件一覧（国立情報学研究所電子図書
館）
http://www.nii.ac.jp/nels_soc/archive/list/
6．学会・出版社のリポジトリへの対応
海外
 １．SHERPA RoMEO 
Publisher copyright policies & self-
archiving
http://www.sherpa.ac.uk/romeo/
 ２．Journal Policies - Self-Archiving 
Policy By Journal 
http://romeo.eprints.org/
6．学会・出版社のリポジトリへの対応
各出版社及び雑誌の方針
 green can archive pre-print and post-print 
 blue can archive post-print (ie final draft 
post-refereeing) 
 yellow can archive pre-print (ie pre-
refereeing) 
 white archiving not formally supported 
＊Post-print (ie final draft post-refereeing)とは、
著者最終原稿のこと。
6．学会・出版社のリポジトリへの対応
各出版社及び雑誌の方針
＊Post-print (ie final draft post-refereeing)とは、
著者最終原稿のこと。
大手出版社の９０％は、リポジトリに著者最終稿
を登録することを許可。
＊ Pre-print プレプリントとは、学術雑誌等に掲載
許諾を得る前の査読を受けていない論文のこと。
7．これからのこと
JURA登録のために
１．Post-print（著者最終原稿）を保存しておく。
２．共著者間で所属する機関リポジトリに掲載することを話し合っておく。
（共著者の許諾が必要）
３．引用した図・写真等がある場合は、引用部分の著作権保有者の公
開許諾が必要。
４．紀要などの学内出版物は出版時に著作権の所在を明示しておく。
5. 論文投稿料申請書（学長宛て）提出時に許諾書と電子版を提出
6．博士論文提出時に許諾書と電子版を提出
＊JURAに登録しても著作権の変更はありません。
ご理解とご協力をお願いします。 終わり
